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システム設計書を渡され、「これに従って開発するので、承認してください」とＳＥに云われ、内容が十分に理解で

きないまま、「ＳＥが何とかしてくれるだろう」と開発を承認したが、システム納入後に要求していたものと違うシ

ステムであることが判明して、その対応に苦労したエンドユーザも多いと思われる。 
エンドユーザがシステム設計書を正確に理解する方法として、次の２つ考えられる。 
① エンドユーザが情報処理技術を習得する 
② エンドユーザが理解できるようなシステム設計書をＳＥに要求する。 
筆者らは、②に対応するために、エンドユーザが理解できるシステム設計書の雛型について検討してきたので報

告する。 
 
 
A method to ask system engineers for a system specification 

understandable to end-users. 
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An end-user didn't fully understand the system specifications supplied by the system engineers, and 

approved it believing that the engineer wrote it with a clear understanding of his/her requirement. But 

at system delivery, it came out that the system doesn't meet the requested specification.  Not a few 

end-users should have had this kind of trouble. 

 There are 2 possible solutions for end-users to avoid troubles like this: 

  solution 1: acquire information-processing technology skills 

  solution 2: ask their SEs to supply specifications that they can understand 

 To achieve 2 above, authors of this document have studied a model of system specifications which is 

understandable to end-users and are going to report it. 
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１．はじめに 
 
情報処理システム（以下、システムと記す）

が納入されたものの、機能不足でシステムを廃棄

したり、多額の追加費用を負担したエンドユーザ

の事例は多い１）。 
このようなことが起こる原因の１つは、エン

ドユーザがシステム設計書の内容を正確に理解

できないことにある。 
多くの場合、システム設計書は、ＳＥが属する

組織が採用した設計技法２）３）４）による文書をま

とめて作っている。システム設計書は、情報処理

技術の専門的な用語や図があふれ、役員や管理者

を含むエンドユーザは、システム設計書から「要

求が反映されているか」「開発費の見積りは妥当

か」などを把握することが難しい。 
しかし、期待していたシステムが出来上がら

なくて最も困るのは、エンドユーザである。開発

の原点であるシステム設計書をエンドユーザも

理解するように努める必要がある。 
エンドユーザがシステム設計書の内容を正確

に理解する方法として、次の２つが考えられる。
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エンドユーザが情報処理技術を習得する 
エンドユーザが理解できるようなシステ

ム設計書をＳＥに要求する 
、コンピュータ利用の初期の時代、専門

い分野、例えば、原子力や気象関連のシス

発において、ＳＥにその分野の理論を教え

テムを開発してもらうより、その分野の専

プログラム言語を習得してシステム開発

たこともあったようだが、現在では、習得

報処理技術が莫大で、現実的ではない。 
、エンドユーザが理解できるシステム設

雛型があれば、雛型に従ってまとめてもら

を、エンドユーザがＳＥに要求できるよう

、検討する価値がある６）７）。 
は 、図 面（ 以下 、Ｓ ＤＤ (System

ption Diagram)と記す）を用いた、エンド

が理解できるシステム設計書の雛型の提

り、 

ＳＤＤよるシステムの表し方  

ＳＤＤによるシステム設計書の雛型 

ＳＤＤによるシステム設計書の使い方 

て述べる。 
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図１ 使用者構成図の例 

図書館業務支援 
システム 

図書館利用者 
検索用端末機 
(20) 

窓口係 
窓口用端末機 
(5) 

図書管理者 
図書管理用端末機 
(2) 

運用管理者 
運用管理用機器 

 

２．ＳＤＤによるシステムの表し方 
 
システムを、以下の６つの質問に沿って整理

し、その結果を１０種類の図面で表す。 
① システムの使用者は？ 
使用者構成図 

② システムの機能は？ 
サブシステム遷移図、機能遷移図 

③ 機能の使い方は？ 
機能操作手順図、流れ情報レイアウト図、

情報構造図 
④ システムの蓄積情報は？ 
蓄積情報参照図、情報構造図 

⑤ 機能の仕組は？ 
機能処理手順図 

⑥ 必要なハードウェアとソフトウェアは？ 
ハードウェア構成図、ソフトウェア構成図

 
これらの図面を、次の図書館業務支援システム

を例にして示す。 
 

[例] 図書館業務支援システム 
システム概要 

図書館業務を支援するシステム。主な機能

は 
・ 図書の貸出と返却 
・ 図書の有無に関する問い合わせ 
・ 蔵書の管理 

である。 
 
(１)  システムの使用者は？ 
 
使用者構成図（図１参照） 

使用者構成図は、システムの使用者、流れ情

報の授受の有無、流れ情報を授受する媒体とそ

の数を表している。 

使用者とはエンドユーザ、流れ情報とはシス

テムと使用者で授受する情報である。 
図２ サブシステム遷移図の例 

運用管理用機器 検索用端末機 

窓口用端末機 

図書管理用端末機 

(20) 

(5) 

(2) 

Ｎ

月初

Ｙ

運用管理者 
運用管理用機器 
運用管理者 図書館利用者 

窓口係 

図書管理者 

運用

運用

初期設定 運用準備 図書検索 

窓口 

図書管理 
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図１から次のことが分かる。 

・ 使用者は、「図書館利用者」「窓口係」など

である 

・ 「図書館利用者」は、「図書館業務支援シ

ステム」と流れ情報を授受する 

・ 「図書館利用者」が、「図書館業務支援シ

ステム」と流れ情報を授受する媒体は、「検

索用端末機」であり、２0台ある 

（他の使用者についても同様） 
(２) システムの機能は？ 

ブシステム遷移図（図２参照） 
に含まれる

サ

システムの機能を、「だ

れ

２から、次のことが分かる。 

「運用準備」

 
サ

サブシステム遷移図は、システム

ブシステム、サブシステムの使用者と流れ情

報を授受する媒体、サブシステムを使う順序と

時期を表している。 

サブシステムとは、

が」「どの媒体で」「いつ」使うかによって分

類した、機能の集まりである。 
 

図

・ サブシステムは、「初期設定」

などである 
管理用機器 
管理者 

Ｎ

Ｙ

システムライフ

終了 

月次一括処理 

・ 

（

・ 

・ 
の使用者は「運用管理

他のサブシステムについても同様）

者」、流れ情報を授受する媒体は、「運

用管理用機器」である 

サブシステムは、矢印の順に使える

「図書検索」「窓口」「図書管理」は、

並行して使える 

「初期設定」
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操

 

機能遷  
ステムに含まれる機

能

管理」の

機能

管理開始」

移図（図３参照）

機能遷移図は、サブシ

、機能を使う順序を表している。 

図３は、図２のサブシステム「図書

遷移図で、次のことが分かる。 
・ 「図書管理」の機能は、「図書

「機能選択」「購入図書登録」などである

・ 機能は、矢印の順に使える 
図書管理終了 

図３ 機能遷移図の例 

図書管理開始 機能選択 購入図書登録 

廃棄図書登録 

登録内容訂正 

図書検索 
図書館業務支援システム（図書管理）  YYMMDD 

機能名：購入図書登録 

登録データを入力してください。 

図書コード   
整理コード

書名 

著者 
要約 

貸出区分 

キーワード
登録 終了 

  
  
  
  

  
  
  

流

 

形

 

ド

か

(３

能操作手順図（図４参照） 
用者、システム

と

) 機能の使い方は？ 

 

機

機能操作手順図は、機能の使

授受する流れ情報、流れ情報を授受する順序を

表している。 
図４ 機能操作手順図の例 

図書管理者 
システム 

購入図書登録ｳｨﾝﾄﾞｳ 

エラー通知ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽ 

登録結果通知ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽ 

登録 

終了 

(*1) 指示ボタンは？ 

(*2) 入力項目検査結果は？ 

(返答) 

(確認要求) 

 (返答) 

(確認要求) 

(返答) 

(入力要求) 

(*2) 
NG 

OK 

(*1) 

図書館業務支援 

 (消去) 

 (消去) 
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図４は、図３の機能「購入図書登録」の機能

である 

・ 矢印の順に授受する 

れ情報レイアウト図（図５参照） 

具体的な

情報「購入図書登録ウィン

力項目は、「図書コード」｢整理コード｣

・ がある 

作手順図で、次のことが分かる。 

・ 機能の使用者は、「図書管理者」

・ 授受する流れ情報は、「購入図書登録ウィ

ンドウ」「エラー通知ダイアログボックス」

などである 

流れ情報は、

流れ情報レイアウト図は、流れ情報の

式を表している。 

図５は、図４の流れ

ウ」の流れ情報レイアウト図で、次のことが分

る。 

・ 入

｢書名｣などである 

｢登録｣｢終了｣ボタン
図５ 流れ情報レイアウト図の例 
情

報のデータ要

情報「購入図書登録ウィン

・ は、「実行年月

・ ード」は、同じデータ要素が１０

・ 」の「指示ボタン」が、「終了」の

報構造図（図６参照） 

 情報構造図は、流れ情報と蓄積情

素の構造をＰＡＤ(Problem Analysis Diagram)

で表している５）。 

 図６は、図５の流れ

ドウ」の情報構造図で、次のことが分かる。 

・ 「購入図書登録ウィンドウ」は、「入力要

求」と「返答」からなる 

「入力要求」のデータ要素

日」「図書コード」などである（「返答」も

同様） 

「キーワ

ある 

「返答

場合、「図書コード」などのデータ項目は、

存在しない 
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1…10 

整理コード 
書名 
著者 
要約 
貸出区分 

実行年月日 
図書コード 

整理コード 
図書コード 

書名 
著者 
要約 
貸出区分 

1…10 キーワード 
指示 

ボタン 

登録 

終了 

指示ボタン （返答） 

キーワード 

（入力要求）購入図書登録 
ｳｨﾝﾄﾞｳ ・ 

・ 

・ 

・ 

  （

報構

で

・ 

・ 

 

情

図８

、次

・ 

図６ 情報構造図の例 

図８ 情報構造図の例 

整理コード 
書名 
著者 
要約 
貸出区分 
初期登録日 

図書コード 図書 図書数 

最新変更日 
 

蓄積情報参照図（図７参照） 

の蓄積情報、蓄積

している情報

図書」「図書

・ は、最大 10,000

 蓄積情報参照図は、システム

情報に含まれるデータの最大数、蓄積情報間の参

照の有無を表している。 

 蓄積情報とは、システム内に蓄積

である。通常、同一形式の複数のデータからなる。

 図７から、次のことが分かる。 

・ システムの蓄積情報は、「貸出

館利用者」などである 

「貸出図書」のデータ数

である 

(４) システムの蓄積情報は？ 
(5) 

(10) 

（20,000）（10,000） 

(n) 

貸出図書 
利用者番号 

図書コード 

 

 

 

図書館利用者 
利用者番号 

（300,000）

図書 
図書コード 

（200,000）

（1,000,000） 

検索キーワード 
図書コード 

キーワード 

貸出記録 
図書コード 

貸出年月日 

図７ 蓄積情報参照図の例 

4／8 
書」のデータを識別する項目は、

照

利用者」のデータは、最大５つの

造図（図８参照） 

「図書」の情報構造図

数だけ同一形式のデー

は、「図書コード」「整理コード」

」は、「図書」のデータを識

「利用者番号」「図書コード」である 

「貸出図書」から「図書館利用者」を参

できる 

「図書館

「貸出図書」のデータから参照される 

「図書館利用者」のデータには、「貸出図

書」のデータから参照されないものがある

他の蓄積情報についても同様） 

は、図７の蓄積情報

のことが分かる 

「図書」は、図書の

タがある 

データ要素

などである 

「図書コード

別する項目である 

「貸出図
(５) 

能処理手順図（図９参照） 

するためのシス

順

「購入図書登録ｳｨﾝﾄﾞｳ」を作成し出力する

へ、

④ 行い、検査結果がＯＫ

⑤ ﾜｰﾄﾞ｣にデータ

⑥ 

⑦ 登録｣で検査結果＝ＮＧ

⑧ 

 

機

 機能処理手順図は、機能を実現

テム側のアルゴリズムをＰＡＤで表している。

図９は、図４の「購入図書登録」の機能処理手

図で、次の手順で情報を処理することが分か

る。 

① 

② 「購入図書登録ｳｨﾝﾄﾞｳ」を入力する 

③ 入力した｢指示ボタン｣が「登録」なら④

「終了」なら⑧へ 

入力データの検査を

なら⑤へ、ＮＧなら⑥へ 

蓄積情報｢図書｣と｢検索ｷｰ

を追加し、次に、｢登録結果通知ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞ

ｯｸｽ｣を作成、出力、入力、消去し、⑦へ

｢エラー通知ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽ｣を作成、出力、

入力、消去する 

「指示ボタン」＝｢

なら②へ、それ以外は⑧へ 

処理を終了する 

機能の仕組みは？ 
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図９ 機能処理手順図の例 

購入図書 
登録 

購入図書登録 WD 作成 

購入図書登録 WD 出力 

指示ﾎﾞﾀﾝ=登録 
かつ 
検査結果=NG 
の間 

購入図書登録 WD 入力 

指示ボタン= 

登録 

終了 

購入図書登録 WD

入力検査 

検査結果= 

OK

NG

｢図書｣追加行作成 

｢検索ｷｰﾜｰﾄﾞ｣ 

追加行作成 入力ｷｰﾜｰﾄﾞ数 

登録結果通知 DB 作成 

登録結果通知 DB 出力 

登録結果通知 DB 入力 

登録結果通知 DB 消去 

エラー通知 DB 作成 

エラー通知 DB 出力 

エラー通知 DB 入力 

（注） 

WD：ｳｨﾝﾄﾞｳ 

DB：ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽ 

エラー通知 DB 消去 

 

 

 

 

運用管理用機器 

 

 

 

 

 

 

図書管理用端末機 

検索用端末機  

 

 

 

サーバ 

ﾌﾟﾘﾝﾀ 

 

ｽｨﾁﾝｸﾞ 

ﾊﾌﾞ 

１ 

検索用端末機(20) 

窓口用端末機 

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟＰＣ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ

 

ｽｨﾁﾝｸﾞ 

ﾊﾌﾞ 

２ 

(5) 

ﾌﾟﾘﾝﾀ 
(2) 

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟＰＣ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ

(2) 磁気ﾃｰﾌﾟ装置

図１０ ハードウェア構成図の例 

通信制御 

図書館業務支援 

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨｸﾞｼｽﾃﾑ 

磁気ﾃｰﾌﾟ装置制御 

図１１ ソフトウェア構成図の例 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理ｼｽﾃﾑ 

ﾌﾟﾘﾝﾀ制御 
(６ アとソフトウェアは？

ードウェア構成図（図１０参照） 

要なハー

ウェアで

・ ハードウェアは、サーバ、スィチン

・ 

・ は、検索用端末機が

（他のハードウェアについても同様）。 

 

ソフトウェア構成図（図１１参照） 

要なソフ

サーバ」のソフトウェア

フトウ

・ ウェアは、オペレーティング

・ 業務支援」は、オペレーティング

  （他のソフトウェアについても同様） 

このように、ＳＤＤは１０種類の図面でシステ

) 必要なハードウェ

 

ハ

 ハードウェア構成図は、システムに必

ドウェアとハードウェアの接続を表している。

 図１０から、次のことが分かる。 

・ 検索用端末機は、開発するハード

ある 

既存の

グハブ、デスクトップＰＣなどである 

サーバには、プリンタ、スィチングハブな

どが接続している 

スィチングハブ１に

２０台接続している 

 ソフトウェア構成図は、システムに必

トウェアとソフトウェア間のインターフェイス

の有無を表している。 

 図１１は、図１０の「

構成図で、次のことが分かる。 

・ 「図書館業務支援」は、開発するソ

ェアである 

既存のソフト

システム、データベース管理システムなど

である 

「図書館

システムとデータベース管理システムと

インターフェイスがある 

 

 

ムを表している。 
5／8 
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図１２ 図面の構成 

⑥ 

⑤ 

① 

② 

蓄積情報参照図 情報構造図 

機能処理手順図 

流れ情報レイアウト図 

** XX ｼｽﾃﾑ ** 
XXX  XXX    

XXXX   

XXXX        

情報構造図 

機能操作手順図 

機能遷移図 

ハードウェア構成図 ソフトウェア構成図 

④ 

③ 

サブシステム遷移図 

使用者構成図 

体

を

 

３．ＳＤＤの構成 

  

ＳＤＤの構成を図１２に示す。 

用者構成図は、システムに対し１つある。

分

１つ

あ

移図のサブシ

ス

報

ム」と「使

用

報レイアウト図とその情報構造図は、

機

レイアウト図とその構造図は1対１

に

図は、機能操作手順図に現われ

る

る

情報の情報構造図は、蓄積情報参照図の

蓄

１つ

あ

ウェア構成図は、ソフトウェアが必要

な

ＤＤは、このような構成になっている。 

ＤＤによるシステムの表し方は、以下の特

長

表す内容を常識で理解できる 

応できる 

は、システムの表し方に、特に難しい概念

も

て

 

使

散システムのように複数のシステムがあると

きも、全体で 1つのシステムとみなす。 

サブシステム遷移図も、システムに対し

る。サブシステム遷移図に現われる、「使用者」

と「流れ情報を授受する媒体」は、使用者構成

図のそれぞれと対応している。 

機能遷移図は、サブシステム遷

テムごとに１つある（図の中の①参照）。 

機能操作手順図、流れ情報レイアウト図、情

構造図および機能処理手順図は、機能遷移図

の機能ごとに 1組ある（②参照）。 

機能操作手順図に現われる「システ

者」は、使用者構成図のそれぞれと対応して

いる。 

流れ情

能操作手順図の流れ情報ごとに 1 組ある（③

参照）。 

流れ情報

対応する。 

機能処理手順

「システム」ごとに１つある。（④参照）。 

蓄積情報参照図は、システムに対し１つあ

。 

蓄積

積情報ごとに 1つある（⑤参照）。 

ハードウェア構成図は、システムに対し

る。 

ソフト

ハードウェアごと１つにある（⑥参照）。 

 

Ｓ

 
 
Ｓ

がある。 
① 図面の

② 表すシステムに制限がない 
③ 規模の大きいシステムに対

④ 内容が必要最小限である 
⑤ 内容を参照しやすい 
 
①

ないので、図面の表す内容を、システム開発

にかかわりのある人々が、常識で理解できる。 
エンドユーザも、図面から「要求が反映され

いるか」「どのように操作するのか」などを、

かなり正確に判断できる。また、文字ではなく

図面なので、外国人技術者も内容を理解できる。 
6／8 
②は、どのシステムにも共通する６つの質問

に

を「だれが」「どの媒

で

沿ってシステムを表したので、表すシステム

に制限はない。事務処理システム、通信システ

ム、組み込みシステムなど、どんなシステムで

もこの方法で表せる。 
③は、システムの機能

」「いつ」使うかによって分類し、システム

細分化することで対応している。 
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  目次 
１．基本構成 

1.1 使用者 

1.2 機能 

1.2.1 サブシステム遷移 

1.2.2 機能遷移 

    1.2.2.1 サブシステム－1 

     ： 

  1.3 蓄積情報 

 ２．稼働環境 

 
 使用者構成図 
 
 サブシステム遷移図 
 
 機能遷移図 
 
 蓄積情報参照図 
 

 図面 

 
 
面

ス

容

れ

情

や

 

④は、図面の構成から、内容の重複している図

がないこと、および図面が１つでも欠ければシ

図およびハードウェア構成図が、詳細内

テムを表せないことから、必要最小限と考えら

る。 
⑤は、サブシステム遷移図、機能遷移図、蓄積

報参照

のインデックスの役割を果たし、内容を参照し

すくしている。 

  2.1 ハードウェア構成 

  2.2 ソフトウェア構成 

   2.2.1 ハードウェア－１ 

    ： 

 ３．蓄積情報 

  3.1 蓄積情報－1 

    ： 

 ４．機能 

  4.1 サブシステム－1 

   4.1.1 機能－１１ 

    4.1.1.1 操作手順 

    4.1.1.2 流れ情報 

    4.1.1.3 処理手順 

   ： 

  ： 

 ５．索引 

 ハードウェア構成図 
 
 ソフトウェア構成図 
 
 
 情報構造図 
 
 
 
 
 機能操作手順図 
 流れ情報レイアウト図 
 情報構造図 
 機能処理手順図 
 

図１３ システム設計書の目次と図面 

ー

５．ＳＤＤによるシステム設計書の使い方 
 
システム設計書の承認において、エンドユ

ザが確認しなければならない、重要な事項 
・ 設計結果は要求を反映しているか？ 
・ 開発費の見積りは妥当か？ 
7／8 
における SDD によるシステム設計書の使い方

(１ 設計結果は要求を反映しているか？ 

要求の反映は、目次「１．基本構成」と「４．

機能

① 成図（図１）から、エンドユーザで

② （図２）か

③ ブシステムの機能遷

④ 

を、「図書館業務支援システム」で示した図面を

用いて述べる。 
 
) 

 

」の使用者構成図、サブシステム遷移図、機

能遷移図、機能操作手順図および流れ情報レイア

ウト図を使って、次の手順で確認する。 
 
使用者構

ある使用者、すなわち、｢図書館利用者｣｢窓

口係｣｢図書管理者｣｢運用管理者｣の代表を要

求反映の確認者として選ぶ。｢図書館利用者｣

のように外部の人の参加が得られないとき

は、図書館の職員が代行する。 
各代表者は、サブシステム遷移図

ら、自分が担当するサブシステムを確認す

る。「図書管理者」代表の担当は、「図書管理」

サブシステムである。 
各代表者は、担当するサ

移図（図３）から、担当する機能を確認し、

機能の過不足を判断する。「図書管理者」代

表は、担当する機能が「購入図書登録」「廃

棄図書登録」など７つであることを確認する

各代表者は、担当する機能ごとに機能操作手

順図（図４）、流れ情報レイアウト図（図５）

を使って、機能の使い方をシミュレートし、

使い勝手を予想する。 
ようになる。 

・ 図面の作成状況でシステム設計の進捗が

把握できる 

・ 目次の項目ごとに、例えば、｢１.基本構

成｣の図面ができたとき、ＳＥと設計内容

のレビューができ、要求が反映されてい

るか、事前に確認できる 

また、システム設計書の目次と使用する図面

が決まっているので、エンドユーザは、 

「４．機能」は、機能操作手順図、流れ情報

レイアウト図、流れ情報の情報構造図、および

機能処理手順図を集め、サブシステム･機能単位

にまとめる。これらの図面で、機能の詳細がわ

かる。 
 
このように、システム設計書の雛型を定める

ことにより、エンドユーザは、ＳＥに、 

・ ＳＤＤによりシステムを表す 

・ この目次に従ってシステム設計書を作る

ことを要求できるようになる。 

 

「３．蓄積情報」は、蓄積情報の情報構造図

をすべて集める。蓄積情報の詳細がわかる。 

「２．稼働環境」は、ハードウェア構成図と

ソフトウェア構成図を集める。これらの図面で、

システムに必要なハードウェアとソフトウェア

がわかる。 

「１．基本構成」は、使用者構成図、サブシ

ステム遷移図、機能遷移図、および蓄積情報参

照図を集める。これらの図面で、システムの概

要がわかる。 

４．ＳＤＤによるシステム設計書の雛型 
 
ＳＤＤで表したシステムを、図１３の目次に

従ってまとめ、システム設計書とする。 
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こ 反映していない点が

２) 開発費の見積りは妥当か 

発費の、主な見積り項目である、 

妥当性は、次の手順で確認する。 

 ハードウェア購入費は、目次「２．稼働環境」

 ウェア購入費も、目次｢２．稼働環境｣

 ４．機能｣のサ

この手順で、見積り対象とその数量が妥当か確

こまでの確認で、要求を

れば、ＳＥに再設計を依頼する。一方、不都合

点がなければ、「機能が欠けている」、「使い勝

が悪い」などは起こらないであろう。 
 

 
開

・ ハードウェア購入費 
・ ソフトウェア購入費 
・ ソフトウェア開発費 

のハードウェア構成図（図１０）の各ハード

ウェアに対して、単価と数量が見積もられて

いることを確認する。図１０の場合、サーバ

は１台、検索用端末機は２０台など、ハード

ウェア構成図と見積りを対応させて確認す

る。 
ソフト

のソフトウェア構成図（図１１）から、ハー

ドウェアと同様に、単価と数量が見積もられ

ていることを確認する。図１１の場合、開発

するソフトウェアである「図書館業務支援」

以外のソフトウェアの単価と数量が見積も

られていることを確認する。 
ソフトウェア開発費は、目次｢

ブシステムごとに、機能遷移図(図３)のすべ
ての機能が、見積もられていることを確認す

る。機能ごとの見積りの差は、機能処理手順

図（図９）から機能の複雑さの程度を確認す

る。 

できる。金額の妥当性は、価格表を取り寄せ確

する。見積り額がエンドユーザの予算を超えた

きは、必須でないハードウェア、ソフトウェア、

能を図面で探し、再見積りを求めることもでき

。また、SDD によるシステム設計書で、複数
業者から見積りを取り、比較することも可能で

る。 

．おわりに 

よいシステムを作るには、エンドユーザが、シ

参加

テム設計に積極的に参加することが不可欠で

る。システム化する仕事について詳しいのは、

Ｅではなく、エンドユーザである。当然、でき

がったシステムを使うのもエンドユーザであ

。また、期待していたシステムが出来上がらな

て、最も困るのもエンドユーザである。 
エンドユーザが、システム設計に積極的に
8／8 
するためには、参加した結果をまとめたシステム

設計書をエンドユーザが理解できなければなら

ない。 
ＳＤＤによるシステム設計書は、「エンドユー

ザ

ステム設計書があれば、エンド

ＤＤを用いた 
 

と、ＳＤＤによるシステム設計書を用いた 

り方 

な 進めている。
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